
㌧

重
　
、
』
号
畠

’

、9

置
σ

曳
，

昭和42年9月10臼（毎月10日発行）しにわか報広第一号（蟹驚轟欄昌）11｝，

一人口の動き一

　9月1日現在・

　　　5．939人
　　　6．148人

　　12．087人
帯数　2」588世帯

男
女

一
曽

　
数

　
帯

計
世

墜

川西町〈牒矯麗岱驚＞

目南風社定価1部5円
発行者

印刷所

川西町役場

星名四郎

発行所

編集人

大会

なるのかにっきりおぼえている人
とカミなカ・った。

力士が元気にハッケヨイ

圃
九

　
　
一
日

　
　
一
百

　
　
三
日

　
　
四
日

四
、
五
日

　
五
目

　
六
日

月
の
行
事

臨
時
町
議
会

教
職
員
の
体
育
大
会

千
手
地
区
敬
老
会

一
分
団
ポ
ン
プ
入
魂
式

大
沢
～
携
西
線
調
査

管
理
主
事
学
校
視
察

農
業
委
員
会

教
琶
委
員
会

　
六
日

　
七
日

　
八
日

　
＋
臼

＋
一
百

＋
五
日

＋
七
日

＋
九
日

二
＋
一
日

二
＋
四
日

町
P
T
A
理
事
会

選
管
の
会
議

千
手
小
学
校
運
動
会

町
民
野
球
大
会

川
西
中
マ
ラ
ソ
ン
大
会

敬
老
の
臼

家
庭
の
臼

満
月

彼
岸
入
り

秋
分
の
臼

囎
…
…
…
＝
…
…
＝
儲
＝
…
…
…
…
…
…
弾
…
…
…
…
…
…
＝
一
…
…
…
…
＝
…
…
一
心
…
三
＝

　
新
潟
県

■
老
人
福
祉
大
会
で
表
彰

．
さ
る
八
月
二
十
一
日
、
高
田
市
厚
生

会
館
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
新
潟
県
老

人
福
祉
大
会
の
席
上
、
多
年
、
老
人
福

撲
に
こ
豆
祉
に
功
績
の
あ
っ
た
丸
山
寛
治
氏
（
橘

舗
粥
磯
ク
ラ
ブ
）
が
晴
れ
の
表
彰
を
3

少
何
さ
大

の
う
断
も
　
　
郡
市
社
会
福
祉
大
会
表
彰

　
も
中
で

　　　　　　　　　　　十王堂（東蓄寺）

毎年8月51日の夜沿こなわれ・ことしで電
もないくらい歴史も古い。戦後の混乱期にも『

ことしはあいにくの雨にたたられたが、それ’

　　　　　　　　　　　　が辱で纂蜂
　　高金　　　1　　　大た、．十さ八
　　橋山　　崎　　　久が川六れ月．

筆講麟凱誘塁鷺認請
れに氏氏たの氏た幼委義をか合魚田
t’＿＿の母＿功児員氏うら社沼沢
助永高役で子越績保在＿け’会郡小
績鉦倉場o会ケに育任野た次福十学
こ社）・　の沢対に中口。の祉日校
対会　霜　発）しつ’）　か大町で
し福　条　展　てく地　　た会市開

こ
の
ほ
ど
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

さ
れ
た
。8

・
28
水
害
に
義
援
金

　
木
島
子
ど
も
会
（
代
表
桑
原
富
夫
君

会
員
三
十
三
名
）
で
は
、
廃
品
回
収
で

得
た
四
千
二
百
七
十
円
を
お
見
舞
と
激

励
の
手
紙
に
そ
え
て
県
知
事
に
あ
て
て

寄
託
し
た
。
同
会
で
は
昨
鉦
も
こ
づ
か

い
を
出
し
あ
っ
て
水
害
地
へ
見
舞
金
を

　
　
地
域
の
母
子
会
の
発
展
に
貢
献

　
　
さ
れ
た
の
で
。

ド
金
山
良
晃
氏
（
役
場
・
霜
条
）

高
橋
鉄
治
氏
（
高
倉
）

　
　
と
も
に
、
永
鉦
社
会
福
祉
に
従

　
　
事
さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
。

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

　
上
町
の
平
野
キ
イ
さ
ん
は
、
さ
き
ご

ろ
亡
く
な
っ
た
ご
主
人
の
平
野
金
太
郎

　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

さ
ん
の
香
典
が
え
し
に
と
、
　
一
万
円
を

お
く
っ
て
い
る
。

　
と
く
名
で
衣
料
品

　
学
校
町
の
二
名
の
か
た
（
と

く
に
名
を
秘
す
）
か
ら
役
場
社

会
係
に
あ
て
て
、
水
害
地
の
お

見
舞
と
し
て
衣
料
品
の
寄
託
が

あ
り
、
日
用
品
な
ど
が
不
足
し

．
て
い
る
現
地
の
状
況
だ
け
に
大

変
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
る
。

　
交
通
事
故
の
届
け
出
を

　
忘
れ
ず
に

　
国
保
の
被
保
険
者
が
交
通
事
．
賎
で
医

療
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は

す
み
や
か
に
届
け
出
て
も
ら
わ
な
け
れ

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
事
故
の
状
況
を
説
明
で
き
る
人
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
認

印
を
持
っ
て
国
保
係
の
窓
口
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。



’

（2）（購畿粥報昌）第・・7号しにわカ、報広昭和42年9月10目

ー
町
議
会
報
告
f

　
　
議
会
役
員
を
全
面
更
迭

　
　
　
　
　
　
　
　
議
長
和
久
井
・
副
に
平
野
氏

　
九
月
一
日
に
第
六
回
町
議
会
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
任
期
二
年
と
い
う
申
し
合

わ
せ
に
よ
る
議
会
役
員
の
全
面
改
選
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
議
長
に
和
久

井
精
｝
氏
、
副
議
長
に
平
野
圭
二
氏
が
当
選
し
、
今
後
二
任
間
の
議
会
運
営
を
担

当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
o

　
鷲
．
任
委
員
会
に
つ
い
て
も
、
別
項
の
と
お
り
全
面
的
に
入
れ
替
え
が
行
な
わ
れ

正
・
副
委
員
長
も
産
経
副
委
員
長
の
丸
山
茂
吉
氏
が
再
選
さ
れ
た
ほ
か
、
全
面
的

に
交
替
し
、
議
会
の
人
事
は
全
く
｝
新
ざ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
任
命
の
同
意
、
同
じ
く
診
療
所
運
営

委
員
の
委
嘱
に
同
意
を
求
め
る
件
等
、
人
事
に
関
す
る
案
件
が
大
部
分
で
あ
り
た

事
務
的
な
も
の
と
し
で
は
、
税
条
例
の
一
部
改
正
、
無
事
も
ど
し
金
の
交
付
、
退

職
手
当
組
合
の
加
入
？
脱
退
等
の
ほ
か
、
請
願
一
件
が
審
議
さ
れ
た
。

二
票
差
で
和
久
井
氏

が
当
選

　
　
正
副
議
長
選
挙
の
経
過

　
こ
の
日
の
会
議
は
、
午
前
十
時
に
南

雲
議
長
の
手
に
よ
っ
て
開
会
さ
れ
た
。

ま
ず
、
退
職
手
当
組
合
関
係
の
案
件
、

税
条
例
の
｝
部
改
正
等
の
事
務
的
の
議

案
を
議
決
、
次
い
で
教
育
委
員
丸
山
宗

太
郎
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
再
ぴ
同

氏
を
任
命
し
た
い
旨
の
提
案
に
同
意
の

議
決
を
し
た
の
ち
、
休
憩
に
は
い
り
、

議
長
以
下
全
役
員
の
辞
表
を
取
り
ま
と

め
、
田
中
副
議
長
が
議
長
席
に
つ
い
て

再
開
を
宣
し
、
南
雲
章
氏
よ
り
提
出
さ

れ
た
議
長
辞
職
願
い
を
上
程
し
た
。

　
議
長
辞
職
の
件
を
許
可
す
る
議
決
を

し
た
の
ち
、
た
だ
ち
に
後
任
議
長
の
選

挙
に
は
い
り
、
堂
々
め
ぐ
り
の
投
票
を

行
な
り
た
結
果
、
次
の
と
お
り
和
久
井

精
一
氏
が
十
四
票
で
当
選
と
決
定
し
た

　
㎜
四
．
票
　
和
久
井
精
一

　
一
二
票
　
南
雲
　
　
章
『

　
こ
の
結
果
に
つ
い
て
当
選
考
に
対
す

る
当
選
告
知
が
行
な
わ
れ
、
当
選
者
の

あ
い
さ
つ
が
あ
（
た
の
ち
、
新
議
長
が

た
だ
ち
に
議
長
席
に
つ
い
た
o

副
議
長
は
四
票
差

　
次
い
で
、
新
議
長
の
司
会
の
も
と
に

田
中
副
議
長
の
辞
職
願
い
の
許
可
を
議

決
し
た
の
ち
、
副
議
長
の
選
挙
を
β
な

い
、
次
の
と
お
り
無
野
圭
二
氏
が
選
出

さ
れ
た
。

　
副
議
長
選
挙
開
票
結
果

　
一
三
票
　
平
野
　
圭
二

　
　
九
票
　
田
中
与
三
郎

和久i井議長：

二
票
　
市
川
　
富
二

一
票
内
山
常
治
郎

一
票
丸
山
惰
正

正
副
委
員
長
は

委
員
会
で
互
選

　
正
副
議
長
選
出
の
の
ち
、
常
任
委
員

会
の
正
副
委
員
長
か
ら
提
出
ざ
れ
た
辞

任
願
い
を
上
程
、
こ
れ
を
許
可
し
た
の

ち
、
昼
食
及
ぴ
協
議
の
た
め
休
憩
に
は

い
っ
た
。

　
休
憩
中
常
任
委
員
会
の
所
属
変
更
に

つ
い
て
協
議
し
、
別
記
の
と
お
り
新
し

い
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て
合
意
に
達

し
た
．
、
惹
い
で
委
員
長
、
副
委
員
長
の

選
出
方
法
に
つ
い
て
の
協
議
に
移
り
、

｝
応
次
の
三
つ
の
方
法
に
し
ぼ
（
て
検

討
さ
れ
た
。

　
①
一
従
来
ど
お
り
蝕
髭
別
に
そ
れ
ぞ
れ

の
ポ
ス
ト
を
割
り
当
て
、
そ
の
線
に
従

（
て
議
会
で
選
挙
す
る
。

　
②
各
委
員
会
の
所
属
委
員
全
員
を
候

補
者
と
し
て
議
会
全
員
で
投
票
し
、
・
最

高
得
藥
者
を
霞
員
長
、
次
点
を
副
委
員

長
と
す
る
。

　
③
委
員
会
毎
に
正
副
委
員
長
を
互
選

し
、
そ
の
結
果
当
選
七
た
者
を
議
会
に

お
い
て
指
名
推
選
に
よ
り
選
任
す
る
。

　
以
上
の
う
ぢ
、
協
議
の
結
果
③
の
方

法
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
各
委
員

会
毎
に
互
選
し
た
結
果
を
本
会
礒
に
か

け
て
、
指
名
推
選
に
よ
り
正
式
に
決
定

笥z野副繊長

小林総文委員長

し
た
。

　
新
し
い
常
任
委
領
会
の
構
成
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。
◎
委
綴
長
　
○
副
萎

員
長

△
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
定
数
九
、
欠
一

◎
小
林
与
作
　
○
小
林
牢
｝
　
山
家
音

平
　
市
川
富
二
　
斉
喜
政
良
　
馬
場
卜

禅
　
和
田
光
興
　
登
坂
敬
惰
鳥
二
は

和
久
井
議
長
の
委
員
辞
退
に
よ
る
も
の
）

△
産
業
経
済
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
定
数
九

◎
中
村
金
作
　
○
丸
山
茂
吉
　
中
村
昌

平
　
桐
生
昌
平
　
豊
名
安
信
　
押
木
二

告
　
平
野
圭
二
　
水
落
達
一
　
内
山
常

治
郎　

△
土
木
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
定
数
八

◎
田
中
与
三
郎
　
○
高
橋
惣
八
郎
　
南

雲
章
斉
木
定
太
郎
桐
圭
周
平
滋

野
一
郎
　
丸
山
憧
正
　
小
川
清
次

診
療
所
運
営
委
員
等

　
教
賛
委
員
の
ほ
か
、
こ
の
譲
会
質
、
そ

の
委
嘱
に
同
意
し
た
診
療
所
運
営
委
員

及
ぴ
町
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
国
保
運
営

協
議
会
委
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

△
診
療
所
運
営
委
員

中村産経委員長

　
丸
山
茂
吉
　
斉
木
定
太
郎
　
馬
場
卜

禅
丸
山
憧
正
（
以
上
議
員
）
関
口
重

作
　
高
橋
吉
太
郎
　
数
藤
孝
平
　
田
中

凌
治
　
藤
原
英
策
　
片
桐
荘
太
（
以
よ

地
元
選
出
）

△
国
保
逢
営
協
議
会

　
　
委
員

　
清
水
周
平
　
渡
貫
軍
治
　
大
久
保
武

義
　
茂
野
禽
之
助
（
以
上
被
保
検
者
代

表
）
　
藤
巻
力
雄
　
登
坂
禄
蔵
　
川
崎

信
夫
　
富
井
政
t
（
以
上
医
師
、
薬
剤

師
代
表
）
　
小
林
申
一
　
和
田
光
興

、
・
卜

　
　
　
　
、
舗
マ
，
7

　
　
　
奪
＠

ひ
マ萄

　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
ゑ
　
ぺ

　
　
　
　
．
ρ
）

　
　
　
　
　
‘

麟
節
、
・

牽婚
蓉

忍

田中土厚委員長

登
坂
敬
憧
　
内
山
常
治
郎
（
以
上
公
益

代
表
）長

岡
で

　
議
員
研
修
会

　
例
庄
行
な
わ
れ
て
い
る
県
下
町
村
議

員
研
．
修
会
が
、
こ
と
し
も
九
月
七
日
の

同
じ
臼
に
長
岡
市
厚
圭
会
館
で
開
催
さ

れ
、
議
員
多
数
が
受
講
し
た
、
講
師
は

評
論
家
大
河
魯
敏
夫
氏
、
講
演
の
題
名

は
「
内
外
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
」
。

敬
老
の
日

　
　
　
み
ん
な
で

協
〆閃交敬

　
　
獣

！
血

、〉

　』

つ
く
ろ
う

楽
し
い

老
後

西4／

』

9’
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赤
い

こ
と
し

の
目
標

　
〃
共
同
募
金
〃
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
国
民

た
す
け
あ
い
赤
い
羽
根
運
動
は
、
皆
さ

ん
の
協
力
で
年
々
発
展
し
て
き
ま
し
た

　
昭
和
二
＋
二
年
発
足
当
時
は
戦
災
と

イ
ン
フ
レ
の
た
め
、
国
民
の
貧
困
対
策

が
最
大
の
課
題
で
し
た
。

　
い
ま
で
は
国
民
全
体
の
努
力
が
み
の

り
、
公
の
施
策
も
か
な
り
充
実
し
て
き

た
の
に
つ
れ
赤
い
羽
根
は
心
身
障
害
者

（
児
）
と
か
児
重
対
策
、
地
域
の
福
祉

対
策
等
に
力
を
入
れ
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
ま
す
．
、

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
特
徴
と
し
て

次
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

羽
根
共
同
募
金

二
十
八
万
七
千
五
百
四
十
円

寄
付
募
集
の
合
理
化

　
民
間
社
会
福
祉
事
業
に
は
寄
付
を
必

要
と
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
無
秩
序
に
行

な
う
と
、
大
変
の
ム
ダ
や
不
便
が
お
き

る
の
で
共
同
募
金
会
一
本
に
ま
と
め
て

行
な
う
。

共
同
募
金
は
計
画
募
金

　
共
同
募
金
は
福
祉
計
画
の
積
重
ね
に

よ
り
目
標
額
を
設
定
す
る
計
画
募
金
で

す
。
　
　
『

日
常
生
活
に
結
ぴ
つ

い
た
活
動
を
し
ま
す

　
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ

地
域
の
社
会
福
祉
向
上
に
役
立
ち
ま
す

　
昨
年
の
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
配
分

は
二
十
四
万
二
千
円
で
才
末
法
外
緩
護

九
万
六
千
円
、
児
童
福
祉
二
万
円
、
母

子
福
祉
一
万
円
、
身
体
障
害
者
福
祉
二

万
五
千
円
、
老
人
福
祉
二
万
七
千
円
、

災
害
対
策
一
万
四
千
円
、
そ
の
他
各
種

研
修
費
に
五
万
円
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

赤
い
羽
根
が
社
会
福

祉
の
世
論
を
つ
く
る

　
国
民
一
人
一
人
の
た
す
け
あ
い
、
つ

ま
り
社
会
連
帯
の
精
神
に
も
と
ず
き
積

極
的
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
国

民
意
欲
的
な
支
え
が
よ
り
よ
い
社
会
保

障
制
度
を
築
く
た
め
の
原
動
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
鉦
の
川
西
町
の
目
標
額
は
二
十
八

万
七
千
五
百
四
十
円
と
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
御
理
解
に
よ
り
目
標
額

達
成
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

．
例
圧
の
と
お
り
赤
い
羽
根
共
同
募
金

封
筒
を
お
く
ば
り
し
ま
す
の
で
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

新
潟
県
職
員
採
用

　
初
級
試
験
に
つ
い
て

　
新
潟
県
は
左
記
に
よ
り
職
員
採
用
初

級
試
験
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
受
験
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
新
潟
市
学
校
町
新

潟
県
庁
内
新
潟
県
人
事
委
員
会
事
務
局

宛
申
込
用
紙
を
請
求
し
て
下
さ
い
。

申
し
込
方
法

　
封
筒
の
表
に
「
初
級
用
紙
講
求
」
と

朱
書
し
十
五
円
切
手
を
は
（
た
宛
先
明

記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
の
こ
と

　
受
験
資
格

　
昭
和
十
九
圧
四
月
二
日
（
二
十
三
才

　
　
ツ

）
か
ら
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
（
十

七
才
）
ま
で
に
圭
ま
れ
た
者

　
試
験
区
分

　
一
般
事
務
㈲
　
　
一
般
事
務
⑧
　
“
⑥
は

男
子
だ
け
。
　
土
木
、
農
業
土
木
、
農

業
、
林
業
、
建
築
、
機
械
、
電
気
、
化

学
。

受
付
期
間

　
昭
和
四
十
二
銭
九
月
｝
臼
か
ら
昭
和

四
十
二
年
九
月
二
十
三
日
（
当
日
の
消

印
の
あ
る
も
の
は
有
効
）
ま
で
。

　
そ
の
他
～

　
そ
の
他
の
事
に
つ
い
て
は
役
場
総
務

課
庶
務
係
に
照
会
し
て
下
さ
い
。

新
鋭
消
防
ボ
ン
プ

　
　
自
動
車
設
置

　
本
部
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
更
新
を

急
い
で
い
た
町
消
防
団
で
は
、
八
月
二

十
三
日
、
役
場
前
に
お
い
て
性
能
鼠
験

を
行
な
い
、
納
車
を
完
了
し
ま
し
↑
笥

　
入
魂
式
は
さ
る
四
3
中
央
公
民
館
に

お
い
て
盛
大
に
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
い
ま
ま
で
の
消
防
車
は
＋
一

黛
間
本
部
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
第

三
分
団
（
橘
地
区
）
へ
配
車
が
き
ま
り

ま
し
た
。
新
消
防
車
（
写
真
）
の
性
能

は
次
の
と
諮
り
で
す
。

シ
ャ
シ
ー
　
日
産
パ
ト
ロ
ー
ル
（
ジ

　
　
ー
プ
）
百
三
＋
馬
カ

ポ
ン
プ
　
　
森
田
式
、
放
水
量
毎
ガ

　
　
ニ
ト
ン

最
大
の
特
長
と
し

て
全
輪
駆
動
で
積
雪

時
の
活
動
が
で
き
る

吸
水
管
は
ソ
フ
ト
吸

管
八
メ
…
ト
ル
で
つ

な
ぐ
必
要
が
な
く
よ

り
阜
く
適
格
に
蕊
作

で
き
、
初
期
消
火
に

威
力
を
発
揮
す
る
。

　
小
型
の
た
め
小
路

等
の
走
行
が
容
易
で

縦
横
ゐ
活
躍
が
で
さ

性
能
は
大
型
車
と
か

わ
り
な
い
な
ど
、
町

の
消
防
力
が
い
ち
だ

ん
と
強
化
さ
れ
た
。

木
村
氏
を
再
任

　
　
　
人
権
擁
護
委
員

　
仁
田
の
木
村
正
吉
氏
が
去
る
八
貝
、
十

五
日
付
で
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護
委

員
の
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
お

一
㌃
、
ツ
せ
し
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ

れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
沁

に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
次
の

問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
無
料
か
つ
他

に
も
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
安
心
し
て
お
気
軽
に
そ
の
曇
宅
へ

相
談
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
私
的
制
裁
、
人
身
売
買
、
村
八
分
、

強
制
圧
追
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の
侵

犯
、
酷
硬
慶
待
、
差
別
待
遇
、
主
活
権

の
侵
犯
、
そ
の
他
お
函
り
の
問
題
。

”
＝
＝
＝
＝
墨
＝
＝
巳
一
雷
霊
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
嵩
3
器
＝
＝
鰯
＝
＝
＝
＝
＝
留
＝
3
呂
置
器
呂
臼
＝
＝
＝
一
＝
＝
3
3
＝
謬
＝
＝
9
呂
昌
富
＝
編
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
謬
＝
＝
＝
＝
＝
…
＝
田
＝
一
＝
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＝
一
…
＝
口
＝
＝
…
＝
＝
＝
口
＝
＝
騨
＝
＝
騨

　
あ
る
魚
屋
さ
ん
に
学
ぶ

　
岩
瀬
の
亀
楽
会
（
会
員
七
＋
名
の
老

人
学
級
）
へ
、
浦
和
市
に
庄
む
あ
る
魚

屋
さ
ん
か
ら
耳
よ
り
な
話
が
ま
い
こ
ん

だ
。
あ
す
十
一
日
か
ら
二
泊
三
日
の
予

定
で
、
全
員
を
、
福
井
市
州
，
W
近
く
の
あ

る
宗
教
の
大
本
山
へ
招
待
す
る
、
と
い

う
の
で
あ
る
。
老
人
た
ち
に
と
り
て
は

天
か
ら
降
（
て
わ
い
た
よ
う
な
あ
り
が

た
い
話
、
こ
の
魚
爆
さ
ん
の
善
行
を
、

い
ま
、
と
れ
秋
に
せ
わ
し
い
村
の
衆
が

感
激
の
ル
ツ
ボ
で
つ
つ
ん
で
い
る
。

　
一
夜
を
坊
に
や
ど
り
、
翌
円
は
本
山

を
参
拝
、
見
物
し
、
兼
汰
公
園
を
見
て

金
沢
の
宿
に
く
つ
ろ
い
で
も
ら
う
と
い

う
。
ご
老
体
を
考
え
て
往
復
特
急
の
デ

ラ
ッ
ク
ス
な
旅
行
。
い
り
さ
い
の
費
用

を
計
算
す
る
と
ぱ
く
火
な
金
で
あ
る
。

売
名
や
宣
伝
が
ネ
ラ
イ
で
あ
れ
ぱ
話
は

別
だ
が
、
こ
の
魚
屋
さ
ん
の
目
的
を
き

く
と
感
動
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
こ
の
魚
．
屋
さ
ん
は
、
大
正
の
末
期
に

岩
瀬
の
旧
家
に
生
ま
れ
、
育
∩
た
人
。

そ
の
こ
ろ
、
父
君
は
仙
田
村
役
場
に
奉

職
し
、
国
策
に
そ
（
て
大
満
州
建
設
の

一
翼
を
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
父

君
の
影
騨
を
受
け
て
か
大
陸
に
夢
を
い

だ
き
、

シ
ョ
ッ
ク
が
も
と
で
ま
も
な
く
他
界
す

る
と
い
う
悲
劇
の
一
家
だ
っ
た
。

　
魚
爆
さ
ん
が
矩
若
く
し
て
大
陸
で
の

夢
を
断
た
れ
、
両
親
の
安
否
も
つ
か
め

な
』
ま
ま
故
国
の
土
を
ふ
ん
だ
の
は
、

こ
・
声
し
た
い
ま
わ
し
い
世
相
の
こ
ろ
で

あ
ぞ
。
両
親
を
失
い
、
自
分
も
ハ
ダ
カ

一
貫
に
な
っ
た
が
、
こ
の
人
は
と
ほ
う

驚
羅
麟
騰
麟
．
諜
蘇

し
た
の
で
あ
（
た
。

　
数
任
の
後
、
満
州
る
仙
田
開
拓
団
が

主
ま
れ
た
と
き
、
父
君
は
そ
の
人
と
な

り
を
慕
わ
れ
て
団
長
に
選
ば
れ
、
母
君

と
共
に
大
陸
に
渡
（
た
。
が
、
王
道
楽

土
の
実
現
を
目
前
に
し
て
ソ
連
軍
に
侵

入
さ
れ
、
責
任
を
一
身
に
受
け
た
父
君

は
現
地
で
か
え
ら
ぬ
人
と
な
（
た
。
よ

う
や
く
引
き
揚
げ
た
母
君
も
、
敗
戦
の

中
心
街
て
沈
き
な
魚
屋
を
し
て
い
る
。

　
こ
と
し
は
父
の
二
十
三
圧
に
当
た
る

の
で
、
さ
き
ご
ろ
越
前
の
大
太
山
に
お

ま
い
り
し
た
。
そ
の
と
き
、
岩
瀬
に
家

が
あ
れ
ば
法
事
を
す
る
の
だ
が
今
は
そ

の
家
も
な
い
。
父
の
墓
を
、
と
も
考
え

た
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
生
前
の
父
を
よ

く
知
（
て
い
る
村
の
と
し
よ
り
衆
か
ら

そ
ろ
っ
て
本
山
に
お
ま
い
り
し
て
も
ら

う
こ
と
が
、
何
よ
り
の
供
養
に
な
る
と

考
え
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
筆
者
と
同
窓
の
こ
の
魚
屡
さ
ん
は
、

ど
う
か
、
名
前
だ
け
は
公
表
し
な
い
で

く
れ
、
自
分
は
岩
瀬
の
こ
と
が
忘
れ
ら

れ
な
い
、
べ
つ
に
金
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
昔
お
世
話
に
な
っ
た
村
の
衆

う
ら
こ
ん
ど
の
こ
と
で
少
し
で
も
喜
ん

で
も
ら
え
れ
ぱ
満
足
だ
。
と
語
っ
て
い

る
。
人
づ
て
に
き
く
と
、
こ
の
魚
屡
さ

ん
の
日
常
生
活
は
つ
つ
ま
し
い
。
す
べ

て
が
質
素
で
清
貧
型
、
岩
瀬
出
身
の
夫

人
と
い
っ
し
ょ
に
、
朝
早
く
か
ら
夜
お

そ
く
ま
で
じ
つ
に
よ
く
働
く
そ
い
つ
だ
。

こ
う
し
て
毎
圧
、
お
盆
が
く
る
と
亀
楽

会
に
｝
万
円
ず
つ
贈
っ
て
く
れ
て
も
い

た
と
い
う
。
近
づ
い
た
敬
老
の
日
に
ふ

さ
わ
し
い
心
あ
た
た
ま
る
話
題
で
あ
る

こ
の
、
魚
屋
さ
ん
に
つ
づ
け
。
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健
康
メ
モ
　
　
　
　
　
　
　
が
少
し
も
よ
く
な
ら
な
い
と
い
う
人
が

肩
こ
り
の
原
因
と
予
防
い
ま
す
。

肩
こ
り
を
訴
え
る
人
の
多
い
の
に
お
　
　
貧
血
か
ら
く
る
目
ま
い
に
は
鉄
剤
を

ど
ろ
き
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
白
米
食
国

民
の
つ
ね
と
し
て
、
B
足
り
ん
が
多
い

か
ら
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は
ビ
タ
ミ
ン

B
剤
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
よ
う
で
す

　
柔
か
く
大
き
な
枕
に
肩
を
う
め
て
寝

る
よ
う
に
す
る
と
肩
が
冷
え
ず
、
肩
こ

り
の
も
と
で
あ
る
血
行
障
害
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
虫
歯
も
肩
こ
り
の
原
因
と
な
り
や
す

い
し
、
変
化
に
と
ぼ
し
い
仕
事
を
続
け

る
職
業
の
方
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時

間
に
背
の
ぴ
を
し
た
り
、
腕
を
ふ
っ
た

り
し
て
肩
の
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
ま
た
、
メ
ガ
ネ
の
度
が
合
わ
な
い
と

肩
の
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ゆ
っ
く
り
と
入
浴
し
て
体
の
血
行
を

よ
く
し
、
す
ぐ
床
に
は
い
っ
て
や
す
む

温
熱
療
法
が
効
果
的
な
よ
う
で
す
。

　
目
ま
い
の
い
ろ
い
ろ

　
目
ま
い
が
す
る
の
で
鉄
剤
を
の
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
多

納
骨
堂
に
立
派
な

拝
殿
が
完
成
，

　
　
　
　
　
　
（
橘
地
区
）

　
橘
地
区
で
は
、
昭
和
十
八
年
に
忠
霊

塔
建
設
を
計
画
し
、
境
内
の
整
地
等
が

　
で
き
た
と
こ
ろ
で
終
戦
を
む
か
え
る
こ

『
と
に
な
り
、
連
合
軍
の
指
令
に
よ
り
忠

霊
塔
の
建
殺
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

　
　
し
か
し
、
当
時
の
状
況
と
し
て
は
戦

没
者
む
の
お
の
の
石
碑
を
た
て
る
こ
と

　
な
ど
悪
い
も
お
よ
ば
な
い
時
で
あ
っ
た

　
の
で
、
村
民
で
と
お
亡
い
戦
没
者
の
霊

　
を
な
ぐ
さ
め
、
ま
た
戦
没
者
の
精
神
を

敬
仰
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

の
む
こ
と
が
た
し
か
に
有
効
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
耳
な
り
、
ド
キ
ド
キ
、
手
足

腰
の
冷
え
、
肌
荒
れ
、
つ
か
れ
や
す
い

ツ
メ
の
変
形
な
ど
が
い
っ
し
ょ
に
く
る

場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
低
血
圧
は
な
く
て
も
内
耳
の
関
係
や

一
酸
化
炭
素
中
毒
か
ら
も
目
ま
い
が
す

礁園切
る
し
、
年
ご
ろ
の
女
性
だ
と
、
神
経
過

敏
に
よ
る
目
ま
｝
v
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
更
蕉
期
症
の
目
ま
い
も

あ
る
し
、
ガ
ン
コ
な
目
ま
い
は
や
は
り

医
師
に
み
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
健
康
の
自
己
診
断

　
自
分
の
健
康
状
態
が
良
い
の
か
悪
い

の
か
確
実
に
つ
か
め
た
ら
、
ど
ん
な
病

気
で
も
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
で
き

て
安
全
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
●

で
き
あ
が
っ
た
境
内
を
、
橘
の
殉
公
基

地
と
定
め
、
納
骨
祠
を
造
っ
て
各
戦
没

者
の
霊
位
を
お
お
さ
め
し
た
の
が
昭
和

二
十
年
の
秋
で
あ
り

そ
の
後
、
毎
年
八
月

十
六
日
を
例
祭
日
と

し
て
今
日
に
お
よ
ん

で
お
り
ま
し
た
。

納
骨
祠
は
当
時
の

各
種
の
事
情
か
ら
一

坪
の
小
さ
い
も
の
で

経
費
や
用
材
も
有
志

の
寄
付
等
に
よ
っ
て

ま
か
な
わ
れ
、
時
期

を
み
て
築
増
を
し
た

い
考
え
で
あ
っ
た
。

　
次
の
よ
う
な
点
が
健
康
の
ひ
と
り
診

断
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

（
良
い
し
る
し
）
嘱
体
重
が
ふ
え
も
へ

り
も
せ
ず
安
定
し
て
い
る
・
気
分
に
む

ら
が
な
く
快
活
で
あ
る
・
朝
起
き
た
と

き
そ
う
快
で
あ
る
・
朝
、
顔
を
洗
う
と

ツ
ル
ツ
ル
し
て
い
る
が
、
じ
つ
と
脂
が

の
っ
て
な
め
ら
か
で
あ
る
・
食
事
が
楽

し
い
・
雨
が
降
っ
て
も
気
分
が
め
い
ら

な
い
・
グ
ナ
や
悪
口
が
あ
ま
り
で
な
い

・
ツ
メ
は
き
れ
い
な
桜
貝
・
坂
や
階
段

で
た
い
し
て
息
切
れ
し
な
い
・
足
ど
り

が
軽
く
、
立
ち
止
ま
っ
て
も
ア
ゴ
が
前

に
で
な
い
。
乗
り
物
の
中
で
い
ね
む
り

な
ど
し
な
い
。

　
ひ
と
く
ち
に
い
え
ば
、
健
康
と
は
安

定
し
て
波
風
立
た
ず
と
い
っ
た
姿
だ
と

思
い
ま
す
。
、

　
自
分
の
健
康
を
し
っ
か
り
た
し
か
め

て
、
秋
の
と
り
入
れ
に
ガ
ン
バ
ッ
テ
く

だ
さ
い
。今

月
の
相
談
日

　
橘
地
区
　
　
二
＋
三
日
午
前
中

　
〃
光
陰
は
矢
の
ご
と
し
〃
と
か
、
そ

の
後
い
つ
し
か
二
十
年
を
過
ぎ
ま
し
た

が
、
昨
年
か
ら
、
拝
殿
を
造
り
、
遺
族

の
老
人
が
参
拝
に
お
い
で
の
と
き
休
息

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
と
い

う
話
し
が
で
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
区
長
会
が
中
心
と
な
っ
て
計

画
を
す
す
め
、
全
地
区
民
を
も
っ
て
橘

地
区
戦
没
者
慰
霊
奉
讃
会
を
結
成
し
、

予
算
を
七
＋
五
万
円
と
し
て
寄
付
を
ね

が
っ
た
と
こ
ろ
七
十
六
万
八
千
二
百
円

と
い
う
多
額
の
浄
財
を
得
て
、
こ
れ
ま

で
の
納
骨
祠
を
奥
の
院
と
し
て
、
前
に

六
坪
の
拝
殿
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た

　
工
事
は
順
調
に
す
す
ん
で
八
月
十
臼

完
成
、
十
六
日
に
は
竣
工
式
に
ひ
き
つ

づ
い
て
全
遺
族
と
地
区
民
が
参
集
し
て

慰
霊
祭
を
と
り
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
で
永
圧
の
念
願
も
達
成
し
、
遣

族
も
、
命
日
に
は
こ
こ
で
戦
没
者
の
霊

に
お
参
り
し
、
静
か
に
語
ら
い
も
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
心
か
ら
よ
ろ
こ
ん
で

お
り
ま
す
。

　
全
地
区
民
か
ら
の
御
寄
付
、
ま
た
土

地
、
備
品
等
の
御
寄
付
に
対
し
て
関
係

者
｝
同
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
橘
地
区
戦
没
者
慰
霊
奉
讃
会

　
地
方
自
治
法
施
行

　
二
十
周
年
記
念
懸
賞
・

　
論
文
を
募
集

　
応
募
．
要
領

蝉
．
　
主
催
　
自
治
省
ほ
か
全
国
知
事
会

　
な
ど
六
団
体

昌
、
　
テ
ー
マ
　
『
あ
す
の
地
方
自
治
」

　
　
主
題
は
こ
れ
に
よ
っ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
が
、
内
容
は
地
方
自
治
の
将
来

　
を
論
ず
る
も
の
で
あ
れ
は
、
地
方
自

　
治
全
般
に
わ
た
る
も
の
で
も
、
あ
る

　
　
い
は
都
道
府
県
や
市
町
村
の
組
織
・

　
機
能
・
税
・
財
政
等
を
論
ず
る
も
の

　
で
も
、
あ
る
い
は
地
域
開
発
や
地
方

　
　
に
お
げ
る
民
生
・
衛
主
・
商
工
・
水

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぷ
声
ー
御
す
二
や
か
に

数
藤
茂
伸

大
井
厚
子

高
橋
正
則

小
林
．
健

星
名
奈
津
子

齋保」⇒星
不1坂村名

英友光洋
和夫弘介

伸
治
長
男
　
沖
　
立

善
一
郎
二
女
木
　
島

洋
｝
二
男
上
町

芳
夫
二
男
寺
尾

邦
夫
長
女
伊
友

隆
一
四
男
伊
友

信
雄
一
勇
　
工
野

秀
男
長
男
大
臼
倉

　
　
　
　
　
　
　
倉

　
産
・
農
林
・
土
木
等
の
諸
行
政
を
論

　
ず
る
も
の
で
も
結
構
で
す
。
こ
れ
ら

　
の
場
合
、
内
容
を
表
現
す
る
副
題
を

　
つ
け
ら
れ
て
も
結
構
で
す
。

三
、
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
応
募
で

　
き
ま
す
。

四
、
　
原
稿
枚
数
　
四
百
字
づ
め
原
稿
用

　
紙
三
十
枚
以
内

五
、
　
送
付
先
　
東
京
都
千
代
田
区
霞
ガ

　
関
二
丁
目
｝
番
二
号
　
自
治
省
大
臣

　
官
房
文
書
広
報
課
あ
て
に
、
郵
送
ま

　
た
は
持
参
し
て
く
た
さ
い
。

　
　
郵
送
の
と
き
は
、
封
書
に
「
二
十

　
麗
圧
記
念
懸
賞
論
文
在
中
」
と
朱
書

　
し
て
く
だ
さ
い
。

六
、
　
締
切
　
昭
和
四
十
二
年
九
月
三
十

　
日
《
土
）
、
祷
参
の
と
き
は
当
日
正

　
午
ま
で
、
郵
送
の
と
き
は
当
臼
づ
け

　
の
消
印
の
も
の
ま
で
受
付
け
ま
す
。

七
、
　
氏
名
筆
、
記
載
事
項
　
原
稿
に
は
口D

　
氏
名
　
の
住
所
　
㈹
生
年
月
日
　
㈲

　
職
業
（
勤
務
先
の
名
称
、
部
課
名
、

　
地
位
）
等
を
で
き
る
だ
け
く
わ
し
く

　
在
学
中
の
方
は
学
校
名
、
学
部
、
学

　
　
箪
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

八
、
　
入
選
　
　
｝
位
一
点
蜜
金
三
十
万
円

～

中
條
敏
也
　
猛
　
長
男
　
岩
　
瀬

』
登
坂
　
初
代
　
新
治
長
女
　
岩
　
瀬

昇
天
ー
御
め
い
福
を
祈
る

ノ
高
橋
　
ヨ
サ

ノ
登
坂
チ
ョ

ノ
平
野
金
太
郎

　
中
條
キ
ヱ

　
川
上
冨
雄

赤
谷

・
赤
谷

四
郎
兼

大
倉

神
社
町

五六七七ノ’＼
六九五六匹1

た
か
さ
ご
！
御
円
満
仁

◎
新
郎
　
丸
山
　
静
男

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

◎
新
婦
　
中
村
カ
オ
ル

下
原

北
海
道
か
ら

喜、

代
蔵
長
男
高

～
～
タ
タ
～
多
～
～
｝
き
｝
4
儀
≦
《

　
二
位
一
点
賞
金
十
五
万
円
、
三
位
一

　
点
賞
金
五
万
円
、
桂
作
三
点
賞
金
各

　
一
万
円
。

九
、
　
不
明
の
点
や
そ
の
他
こ
玄
か
な
内

　
容
は
役
場
総
務
課
へ
照
会
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞠
ノ
ー

駕
に
蘇
斑
、
購
べ

　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

大
海
を
横
切
っ
て
星
流
れ
け
り

踊
れ
踊
れ
踊
れ
夜
も
よ
し
作
も
よ
し

　
　
　
　
　
大
倉
中
條
夢
人

黒
姫
ご
雨
雲
の
あ
る
残
暑
か
な

　
　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
越
人

状
差
し
に
差
し
た
る
ま
＼
の
秋
団
扇

天
の
川
庁
言
の
子
ど
話
し
つ
＼

　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
小
林
た
み
え

ひ
ま
わ
り
の
大
き
く
咲
け
る
駅
を
出
る

　
　
　
　
　
寺
尾
白
井
ト
三

茄
子
も
げ
は
指
に
し
み
た
る
な
す
の
色

　
　
　
　
　
寺
尾
白
井
す
み
え

蝿
じ
ぐ
れ
抱
き
よ
ぐ
吾
子
の
重
き
こ
と

　
　
　
　
　
餌
　
　
友
　
　
墾
　
名
　
ヨ
　
ネ

万
緑
の
上
ロ
ー
プ
エ
ー
の
ぼ
い
・
ゆ
く

冬




